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研究の目的 

現在，土壌中の重金属濃度は，環境省告示第 18 号(以下，公定法とする)で定められた方法で分析を行い，土壌

汚染対策法で定められた土壌溶出量基準への適合性で汚染の有無を判断している．汚染の有無を判断したい土壌

を，採取した現地(試料採取した現地)にて公定法で分析する場合，使用する分析機器や設置環境の整備に高額なコ

ストがかかる等の課題がある．そのため，採取した現地で採取した土壌試料の分析は分析機関へ依頼する場合がほ

とんどであり，含水比の高い土壌試料(泥水状)の場合は，汚染の有無を判断するまでに１週間程度の期間を要する．

そのため，処理後土壌の仮置場の確保や，管理手間による事業費の増大が課題となる．そこで，泥水を対象とした

場合でも，採取した現地にて短時間でヒ素と鉛の溶出量が環境基準に適合しているか判断可能な簡易本迅速法(以

下，本迅速法とする)の検討を行った． 

 

技術の説明 

①土壌試料を試料調整の工程で泥水状とすることで，試料調整の大幅な時間短縮が可能． 

②マイクロ波照射による溶出促進により，6 時間の操作時間を約 2.5 分に短縮可能． 

③溶出液中の重金属をキレート錯体とし，蛍光 X 線分析装置で分析することで，採取した現地で分析が可能． 

 

主な結論 

採取した現地にて全工程 1.5 時間程度で公定法による土壌溶出濃度とほぼ同値となる溶出濃度が得られること

が分かった．本迅速法は，汚染土壌の調査や浄化処理等の対策工事等でも適用可能であると考えられる． 

なお，実際の採取した現地で適用する際は，試料の土質や地質の状況によって溶出傾向が異なることが推察され

る．そのため，現場毎に代表的な試料を用いてマイクロ波抽出時間について，最適時間の予備実験を行う必要があ

ると考えられる． 
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